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倉庫業法第三条の登録の基準等に関する告示の一部を改正する告示について 

 

１．背景 
 
倉庫業法（昭和 31 年法律 121 号）第３条では、倉庫業を営もうとする者は、国土

交通大臣の行う登録を受けなければならず、同法第６条第４号で定める登録の拒否要

件に該当しないためには、倉庫の種類ごとに国土交通省令及び告示で定められた基準

を満たす必要がある。 

今般、近年の冷凍食品の保管量増加に伴い、適切な温度設定による余分なエネルギ

ーコストの削減が倉庫業者の経営改善において益々重要となっている状況を踏まえ、

保管される品目に応じた適切な温度帯設定に基づいた冷蔵倉庫の倉庫整備が可能と

なるよう、現行の温度帯区分を適正化するため、倉庫業法第３条の登録の基準等に関

する告示（平成 14 年国土交通省告示第 43 号。以下「告示」という。）について所要

の改正を行う。 

 

２．概要 

（１）冷蔵倉庫の基準の改正（告示第 19条関係） 

 倉庫業法施行規則（昭和 31 年運輸省令第 59 号）第３条の 11 において、冷蔵

倉庫については冷蔵室の保管温度が常時摂氏十度以下に保たれるものとして国

土交通大臣の定める基準を満たしていなければならないこととする旨を定めて

いるところ、今般、保管される品目に応じた柔軟な温度帯設定に基づき、冷蔵倉

庫の倉庫整備を可能とするため、当該基準について定める告示第 19 条の「冷蔵

庫の温度であって、冷蔵室の級ごとに次表に定める値」を以下の通り改正する。 

 なお、改正の概要は以下の通り。 
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（２）経過措置（附則関係） 

 倉庫業法第３条の規定に基づき既に登録されている事業者及び申請後に登録

未了の状態で施行日を迎えた事業者については、なお従前の取り扱いとするよ

う、所要の経過措置を定めることとする。 

 

３．今後のスケジュール等 
 
  公 布：令和５年 12月 28日 

  施 行：令和６年４月１日 


